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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ヘッドと、
底部を有し、前記ヘッドの内部に拘束状態で取り付けられたロック部材と、
一端が前記ヘッドに取り付けられ、前記ヘッドから引き抜くことが前記ロック部材によっ
て防止されるように、前記一端とは反対側の自由端が前記ヘッド内に挿入され固定され配
置された細長い可撓性のストラップとから成り、
前記ストラップの自由端は、前記ストラップの縦方向に延びて前記ストラップの自由端に
口部分を形成する案内チャンネル又はスロットを備え、前記案内チャンネル又はスロット
は、前記ロック部材を通すように前記ストラップの自由端を案内し、且つ前記案内チャン
ネル又はスロットの両側に配置された１対の舌片を含んでいる
結束具。
【請求項２】
請求項１に記載の結束具であって、前記案内チャンネル又はスロットは、種々の係合の向
きで前記ロック部材に係合し、且つ前記ヘッド内に更に挿入すると、前記ロック部材と協
働して前記ストラップを前記ロック部材を通して偏向するようにする結束具。
【請求項３】
請求項２に記載の結束具であって、前記案内チャンネル又はスロットは、前記ロック部材
の高さ又は深さを横切って種々の係合位置で前記ロック部材に係合するようになっており
、且つ前記ヘッド内に更に挿入すると、前記ロック部材と協働して前記ロック部材の底部
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を通って前記ストラップを偏向するにようになっている結束具。
【請求項４】
請求項２又は３に記載の結束具であって、前記案内チャンエル又はスロットは、前記スト
ラップの自由端が前記ロック部材に対して整列しない場合に前記ストラップが側方及び／
又は下向きに偏向して前記ロック部材の底部に滑らかに通過するようになっている結束具
。
【請求項５】
請求項１乃至４のいずれかに記載の結束具であって、前記案内チャンエル又はスロットは
、前記ストラップの自由端の広い口から頂点へ狭くなるようにテーパ状である結束具。
【請求項６】
請求項１乃至５のいずれかに記載の結束具であって、前記ロック部材は、回転可能なボー
ル又はローラーから成っている結束具。
【請求項７】
請求項１乃至６のいずれかに記載の結束具であって、前記ロック部材は、前記ヘッドの内
部で非ロック位置とロック位置との間を移動可能である結束具。
【請求項８】
請求項１乃至７のいずれかに記載の結束具であって、前記 ロック部材は、前記ヘッドか
ら引っ込むことがなく前記ストラップを固定するように前記ヘッドと前記ストラップに対
して作用する結束具。
【請求項９】
請求項１乃至８のいずれかに記載の結束具であって、金属から形成されている結束具。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ケーブルや他の物体にめぐらせてループを形成する結束具に関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　ケーブル等をめぐらせてループを形成する結束具は、よく知られている。このような結
束具は、孔付きヘッドから延びる細長いストラップ（平紐）から成っている。使用時には
、この結束具は、孔付のヘッドにストラップの自由端を通すことによってループを形成す
ることができる。ヘッドの内部にある可撓性の爪がストラップの上で鋸歯状の切り込みに
係合してストラップが緩むのを防止している。
【０００３】
　このような結束具の利点は、一片のプラスチック成型物として便宜に形成することがで
きることである。しかし、プラスチック結束具の欠点は、特に一旦プラスチックが脆くな
ると、荷重を受けて比較的容易に壊れることである。プラスチック結束具の他の欠点は、
それらがある環境、例えば、極端な温度が存在する場合には、使用するのに適さないこと
である。
【０００４】
　また、金属から形成された結束具も知られている。このような結束具は、一般に一層強
靭であり、環境によっては使用に一層適している。金属結束具の欠点は、一体物成形とし
て形成することができないことである。
【０００５】
　ＷＯ８２／０２０３５と米国特許第５２９１６３７号は、それそれ、孔付きのヘッドと
第１の端部がこのヘッドに取付けられた細長い可撓性のストラップと、ヘッドの内部の空
洞内に設けられたボールの形態であってストラップの第２の端部がヘッドの孔に通される
と、ストラップに係合するようになっているロック部材とから成る結束具を開示している
。細長い可撓性のストラップは、その第１の端部をほぼ１８０°折り畳んでＵ字形部分を
形成することによりヘッドに取り付けられており、このＵ字形部分は、ヘッドの底壁上に
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係合する。ストラップのＵ字形部分の末端のとげがヘッドの底壁位置に係合する。
【０００６】
　ボールは、結束具の組立て中にヘッドの開放端壁を通してヘッドの空洞内に挿入される
。その後、ヘッドのタブを折り畳んで開放端壁を閉じ、またヘッドの空洞内のボールを拘
束状態で保持する。この組立作業は困難であり、また時間を浪費する。
【０００７】
　ボールの形態のロック部材を用いた結束具の変形例が欧州特許第０７５８６１６号に開
示され、この結束具は、ＷＯ８２／０２０３５号に開示された形式のものよりも組み立て
が困難ではなく、また時間を浪費しない。この結束具は、ヘッドに開口が形成され、結束
具の組み立て中、この開口を通してロック部材のボールが挿入され、ストラップの第１の
端部ヘッドの開口を越えて延び、ロック部材をヘッドの空洞に拘束状態で取り付けられる
ことを特徴としている。この結束具は、ヘッドにストラップを取り付ける前にヘッドの開
口を通してロック部材を挿入することにより組み立てられる。
【０００８】
　使用時において、この種の結束具は、結束具がケーブル又は他の物体をめぐってループ
を形成し、ストラップの自由端をヘッド孔に通して挿入することによって作動する。ロッ
ク部材（典型的には、上記したボールである）は、ストラップが締まる方向にヘッド孔を
通して引っ張られると、ストラップに係合する。また、ストラップが十分に締められると
、ストラップは、解放されるので、ヘッドから僅かに引き戻すことができる。この引き戻
し運動によって、ロック部材のボールは、ロック位置に移動せしめられ、このロック位置
で、ロック部材は、ストラップをヘッドに確実にロックするように、ヘッドの壁とストラ
ップとの間に楔状に押し込まれる。
【０００９】
　時には、ヘッドの孔にストラップの自由端を挿入すると、その最先端は、ボールの赤道
部分に向けて高すぎる位置でボールに突き当たるので、ストラップは、その自由端で曲げ
られてヘッドに送り込まれる際に引っ掛かって動きが取れなくなる。これは、結束具が適
切に使用するのを妨げることになる。この問題は、特に、ストラップの自由端が使用前に
損傷している(よれるか曲がるかする）場合に生じることがある。
【発明の概要】
【００１０】
　そこで、本発明の改善された装置が考案された。
【００１１】
　本発明の第１の面によれば、本発明は、
ヘッドと;
底部を有し、このヘッドの内部に拘束状態で取り付けられたロック部材と;
一端(後に述べる自由端から離れた端部)が前記ヘッドに取り付けられ、前記ヘッドから引
っ込むことが前記ロック部材によって防止されるように、前記一端とは反対側の自由端が
前記ヘッド内に挿入され固定され配置された細長い可撓性のストラップと；
から成り；
前記ストラップの自由端は、前記ストラップの縦方向に延びて前記ストラップの自由端に
口部分を形成する案内チャンネル又はスロットを備え、前記案内チャンネル又はスロット
は、前記ロック部材を通すように前記ストラップの自由端を案内し、且つ前記案内チャン
ネル又はスロットの両側に配置された１対の舌片を含んでいる
結束具を提供するものである。
【００１２】
　この案内チャンネル又はスロット、種々の係合の向きでロック部材に係合し、且つヘッ
ド内に更に挿入されると、ロック部材と協働してストラップをロック部材に通して偏向す
るようになっているのが好ましい。
【００１３】
　有益には、案内チャンネル又はスロットは、ロック部材の高さ又は深さを横切って種々
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の係合位置でロック部材に係合するようになっており、且つ、ヘッド内に更に挿入すると
、ロック部材と協働してロック部材の底部を通ってストラップを偏向する。
【００１４】
　案内チャンネル又はスロットは、ストラップの自由端がロック部材に対して整列してい
ない場合に、ストラップが側方及び又は下向きに偏向してロック部材の下側を滑らかに通
過するようになっているので有利である。
【００１５】
　案内チャンネル又はスロットは、ストラップの自由端の広口から頂点まで狭くなるよう
にテーパ状であるのが好ましい。
【００１６】
　好ましくは、ロック部材は、回転可能なボール又はローラーから成っている。
【００１７】
　好ましくは、ロック部材は、ヘッドの内部で非ロック位置とロック位置との間を移動可
能であり、開口は、ロック位置に隣接して配置されている。
【００１８】
　ロック部材は、ストラップをヘッドから引っ込むことがなくストラップを固定するよう
にヘッドとストラップに対して作用するのが好ましい。
【００１９】
　好ましくは、結束具は、金属から形成される。
【００２０】
　本発明の実施例は、例としてのみ添付図面を参照して以下に記載する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】幾つかの部分を断面で示した本発明による金属結束具の断片的な平面図である。
【図２】結束具が固定された時の図１のＩＩ－ＩＩ線に沿った断面図である。
【図３】結束具が固定された時の図１のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿った断面図である。
【図４】結束具を含む先行技術のストラップの自由端の平面図である。
【図５】本発明による結束具を含むストラップの自由端の平面図である。
【図６】本発明による結束具の他の実施例を含むストラップの自由端の平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　図面を参照すると、ステンレス鋼から形成され、ヘッド１０とこのヘッドに取付けられ
た細長い可撓性のストラップ１１とヘッド内に拘束して取り付けられたロックボール１２
とを含む三つ組の結束具が示されている。
【００２３】
　ヘッド１０は、傾斜した頂壁１３と、水平な底壁１４と、相対する側壁１５，１５と、
後端壁１６とから成り、これらの壁は、ヘッド内部に細長い内部空洞１７を形成している
。頂壁１３と底壁１４は、ヘッ１０の前端に向けて互いに近づいている。ヘッドは、その
頂壁１３、底壁１４、側壁１５及び端壁１６で限界する中空部を形成するように予め形造
られた金属シートを型押しすることによって形成されるのが好ましい。その後、ヘッドの
底壁１４は、相対する側壁１５、１５のそれぞれの縦方向の下方縁から延びる２つのタブ
を内側に折り畳むことによって形成される。
【００２４】
　２つの半円形部分は、底壁１４の開口部を形成するようにタブの相対する側縁から切り
抜かれており、底壁の開口部は、結束具の後部付近の空洞１７と連通している。
【００２５】
　細長いストラップ受け入れ通路２１は、ヘッド１０を経て前部から後部に延びて空洞１
７を通っている。
【００２６】
　ストラップ１１は、ストラップの端部付近の一側から外方に突出する２つのとげ２２、
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２３を形成するように型押しされる細長い平坦な金属片から成っている。これらのとげ２
２、２３は、ストラップ１１の中心に沿って延びる縦線上に配置されている。これらのと
げ２２、２３は、それぞれ、ストラップ１１の相対する端部に向けられている。ストラッ
プは、２つのとげ２２、２３の中間点でその軸線に直角にストラップを折り重ねることに
より形成されるＵ字形のヘッド係合部分２４を含む。とげ２２、２３が相互に向けて突出
するが、係合することがないように、ストラップは、ほぼ１２０°畳まれる。
【００２７】
　結束具を組み立てるために、ロックボール１２は、底壁１４の開口を通して空洞１７に
挿入される。次いで、ストラップのＵ字形ヘッド係合部分２４が結束具の底壁１４に係合
するまで、ストラップ１１は、通路２１を通して正面から後方へ送給される。その後、ス
トラップのヘッド係合部分２４の突出アームが更に６０°程度曲げられて、ヘッドの底壁
１４に寄り掛かるようにする。従って、２つのとげ２２、２３が開口１９を介して相互に
係合せしめられる。ヘッドがストラップから容易に抜け出すことができないように、スト
ラップ１１は、ヘッドの底壁の一部のまわりのループに確実に固定されることは認識され
ることであろう。ストラップ１１は、ボール１２が空洞１７に拘束状態で保持されるよう
に、ヘッドの開口１９を閉じる。
【００２８】
　使用時には、ストラップの自由端１１ａの先端縁１１ｂは、へッドの前端２５からスト
ラップ受入れ通路２１に挿入される前に、固定されるべきケーブル束及び他の物体の周り
を廻る。ストラップ１１は、ボール１２と空洞１７の床との間を通る。ストラップの挿入
中、ボールは、空洞１７の後部(図２位置Ｕ)に押される。従って、ストラップは、ヘッド
を介して自由に引っ張ることができる。
【００２９】
　ストラップがヘッド１０から僅かに後退せしめるように、ストラップを一旦十分に締め
付けると、ストラップ１１が解放される。このため、ロックボール１２は、空洞１７の後
部の非ロック位置Ｕから空洞の前部のロック位置Ｌに移動せしめられる。このロック位置
Ｌでは、ボール１２は、ストラップ１１とヘッドの上壁１３との間に嵌まり込む。このよ
うにしてボール１２は、ストラップに係合し、通路２１から引き戻すことによってストラ
ップがヘッドから外れるのを防止する。通路２１からストラップを引き戻すように継続的
に緊張させると、ロックボール１２は、ヘッドの相互に接近する上下の壁１３、１４と係
合するように、一層強固に固定せしめられる。図４は、従来技術の自由端先端縁1１ｂの
平面図である。この先端縁は、前方の鼻部分１１ｃとこの鼻部分１１ｃから相互に離れる
ように傾斜するテーパ縁1 Iｄ、１１ｅとを有するように形成されており、このような形
状を用いると、ヘッド１０の前方端部２５でスロット２１に最初に挿入するのを容易にす
るのに役立つ。
【００３０】
　時には、ストラップの自由端１１ａの挿入中、その先端縁１１ｂは、ボール１２の下側
を滑らかに通過するのではなく、赤道部分に向けてボールの上方の一層高い位置でロック
ボール１２の表面に突き当たることがある。これは、ストラップによじれ又はねじれを不
正に起してその完全で適切な挿入を妨げるという望ましくない結果を有する。これは、ス
ロット２１への不注意な挿入の結果生じるので、ストラップは、スロットに対して上向き
に傾斜するか、スロット２１への挿入前に、先端縁１１ｂが、損傷し、例えば、変形した
り、よじれたり、ねじれたりしている場合に生ずる。
【００３１】
　本発明は、ストラップの自由端が所定の方法でボールに接近することを確実にし、また
ストラップの自由端がボールの下側を滑らかに通過するように案内してボールがストラッ
プの表面に乗るのを確実にすることによって少なくともこの問題を改善するように努める
ものである。便利なことには、これは、図５に示される実施例においては、案内チャンネ
ル又はスロット１１１ｆの形態のアプローチ案内形成部(接近形成部)（approachment gui
de formation）を提供することによって達成される。図示の案内チャンネル又はスロット
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１１１ｆは、ストラップの自由端１１１ａの先端縁１１１ｂの比較的広い口部分から閉じ
た頂部１１１ｇまでテーパ状となっている。このようにすると、案内チャンネル１１１ｆ
の両側に１個ずつ１対の舌片１１１ｈ、１１１ｊが形成されることになる。これらの舌片
１１１ｈ、１１１ｊは、ボールの両側に位置するように作用し、ストラップの先端縁がボ
ールの赤道に一層向った位置でボールに接近する場合でも、ストラップ１１１がボールの
下側を滑らかに通過するように案内されるのを確実にする。チャンネル又はスロット１１
１ｆは、ボールに対して整列していない場合に、ストラップ１１１の自由端１１１ｂを側
方及び／又は下向きに偏向してロックボールの下側に滑らかに通過するのを確実にする。
このチャンネル又はスロット１１１ｆは、種々の係合向きで（ボール１２の赤道より下方
の異なる高さ位置で)ロックボールに係合し、且つヘッド１０内に更に挿入されるとき、
ロックボール１３と協働してストラップをロック部材を通して偏向するようになっている
。
【００３２】
　ストラップの自由端が損傷していない場合でも、自由端を注意深く挿入した場合でも、
チャンネル又はスロット１１１ｆの形態の接近形成部を設けると、安心して確実な接触触
感の効果を有する。
【００３３】
　テーパ状の縁１１１ｄ、１１１ｅは、ヘッドの前端２５のスロット２１中への当初の挿
入を容易にするのに役立つ。
【００３４】
　図６に示される実施例は、結束ヘッド(図示せず)が側面同士の関係で１対のロックボー
ルを備えている一層強力な結束具に使用するのに好適である。この場合、結束具の自由端
２１１ａは、中央の鼻状岬部２１１ｍの両側に間隔あけて設けられたチャンネル又はスロ
ット２１１ｆの形態の１対の接近案内形成部を備えている。
【００３５】
　上記の実施例において、ロック部材は、ロックボール１２の形態である。ボールの形態
以外のロック部材を備えることも本発明の範囲に含まれる。半球状、楕円形状、カム状あ
るいは他の幾何学的形状のロック部材も同様の効果に使用することができる。更に、ロッ
ク部材を結束具に対して固定する特定の手段を述べたが、ヘッドに対してロック部材を固
定する他の手段を採用した他の実施例も発明の範囲に入ることは理解されるであろう。更
に、本発明は金属結束具について述べたが、本発明の利点は、例えば、プラスチック等の
他の材料の結束具でも実現できる。
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